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１． はじめに： 

制御の中核を担うプログラマブルコントローラ（PLC）は、数多くの部品で構成されていますが、その部品は無期限に使

えるものでなく、耐用年数に合せて交換することが必要です。 

万が一、ＰＬＣが故障した場合、システム復旧に多大な時間を費やすとともに、稼働停止による損失を生じることになり

ます。 よって、ＰＬＣの故障を未然に防ぐために、予防保全の検討をお願い致します。 

 

 

２． Ｃ２００Ｈ＊シリーズ内蔵電源（ＣＰＵ内蔵電源、Ｉ／Ｏ電源、リモート用電源）の寿命時の動作： 

電源寿命時に以下の現象が発生する可能性が有ります。 

Ｎｏ 現象 概要不具合発生原因 

１ 

・POWER ランプが点灯しない 

・POWER ランプのみ点灯し CPU が 

動作しない 

・プロコンの表示が出ない 

・ホストと通信できない 

・プログラム書込み出来ない 

・リモート I/O 異常が発生する 

・CPU 待機中が発生する 

電源回路に使用するアルミ電解コンデンサの容量が、寿命による

電解液の液漏れにより低下し、電源回路が正しく機能しなくなり、

電源供給できなくなるものです。 

２ 

・上記現象と合せて、 

ベース、I/O ユニットが故障 

（このときの故障モードは、故障した

ユニットにより多種に渡る） 

・プロコンの表示が異常に明るくなる 

・電池異常が発生する 

電源回路に使用するアルミ電解コンデンサの電解液が、寿命によ

り液漏れし電源回路部品に付着。電解液は導電性があるため、電

源回路が正しく機能しなくなり、電源の二次側内部電圧（５Ｖ）が昇

圧され、電源ユニットより供給される５Ｖで動作するユニット（部品）

に過電圧が供給され故障するものです。 

 

 

３． お願い： 

Ｃ２００Ｈ＊シリーズは、電源の寿命故障により、電源の機能停止以外に、ベース・Ｉ／Ｏユニット等を故障させる可能性

が有ります。 （他のシリーズは、回路構成が異なるため、本現象は発生致しません。） 

よって、５年を超えてご使用の場合、予防保全の検討をお願い致します。 

Ｃ２００Ｈ＊シリーズに内蔵する電源の設計寿命は７年です。 

（時間的な関係は 予防保全時期（推奨交換時期）＜設計寿命＜実力寿命 になります。） 

 

ユニット名称 推奨交換時期 設計寿命 

Ｃ（Ｃ（Ｃ（Ｃ（ＣＣＣＣ２００２００２００２００ＨＨＨＨ））））／ＣＶシリーズ 

ＣＳ（Ｃ２００Ｈα）シリーズ 

２０００年１０月以前製造品 

５５５５年年年年    
７７７７年年年年    （３０℃ ２４時間運転） 

（負荷率７０％） 

電源 
ＣＳ（Ｃ２００Ｈα）／ＣＪ 

２０００年１１月以降製造品 

ＣＰシリーズ 

８年 
１０年 （４０℃ ２４時間運転） 

（負荷率７０％） 

 

詳細は、「プログラマブルコントローラ（PLC）の予防保全について」（資料番号：ZYA03-554）をご参照ください。 
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４．対象形式 

  Ｃ２００Ｈ－ＣＰＵ０１／０２／１１／０３ 

  Ｃ２００Ｈ－ＣＰＵ２１／２２／２３／３１ 

  Ｃ２００Ｈ－ＰＳ２２１／２１１ 

  Ｃ２００Ｈ－ＲＴ２０１／ＲＴ２０２／ＲＴ００１－Ｐ／ＲＴ００２－Ｐ    以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■改訂履歴 

記号 改定日 改訂内容 

B 2010年3月 参照資料「プログラマブルコントローラ（PLC）の予防保全について」の文書番号修正 

- 2003年6月 新規作成 RAA03-191「プログラマブルコントローラ(PLC)の予防保全について」 
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